
　保育所保育指針において、保育士及び保育所の自己評価並びにその公表が努力義務とされています。

これに基づき、みくに保育園の保育の質の向上を図る為に自己評価を実施いたしました。保育園とし

ての自己評価について、評価の項目、視点、方法および評価結果を下記の通り公表し、評価の結果を

踏まえ今後もより良い保育を提供できるよう努力していきます。

保育所の基本原則

・みくに保育園の保育理念、保育目標、保育指針を理解している

A　　12 B　　9 C　　1 D　　0

・保育指針に書かれている保育所の役割、保育の目標、方法、環境を理解している

A　　11 B　　7 C　　4 D　　0

・保育指針に書かれている保育所の社会的責任について理解している

A　　14 B　　5 C　　3 D　　0

養護に関する基本的事項

・保育における養護とは、子どもの生命の保持及び情緒の安定を図るために保育士等が行う援助や

関わりであり、保育所における保育は、養護及び教育を一体的に行うことがその特性であることを

知っている A　　14 B　　7 C　　1 D　　0

・生命保持のねらい内容について知っている A　　13 B　　7 C　　2 D　　0

・情緒の安定のねらい内容について知っている A　　13 B　　7 C　　2 D　　0

保育の計画及び評価

・保育目標を達成するために、自園の保育方針や目標に基づき、子どもの発達過程をふまえて、全体

的な計画を作成することを知っている。 A　　15 B　　6 C　　1 D　　0

・全体的な計画に基づき、具体的な保育が適切に展開されるよう、子どもの生活や発達を見通した

長期的な指導計画と、それに関連しながら、より具体的な子どもの日々の生活に即した短期的な指導

計画を作成している。 A　　10 B　　8 C　　3 D　　0

・３歳未満児は、一人ひとりの子どもの生育歴、心身の発達、活動の実態等に即して、個別的な計画

を作成し、３歳以上児は、個の成長と、子ども相互の関係や共同的な活動が促されるように配慮し、

適切な援助や環境構成ができるよう配慮している。 A　　10 B　　10 C　　2 D　　0

・障害のある子どもの保育については、一人一人の子どもの発達過程や障害の状態を把握し、適切な

環境の下で、他の子どもとの生活を通して共に成長できるよう、指導計画の中に位置付けている。

A　　8 B　　10 C　　4 D　　0

みくに保育園自己評価　　　　　　令和7年度
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『評価について』



・子どもの主体的な活動を促すためには、保育士等が多様な関わりをもつことが重要であることを踏

まえ、子どもの情緒の安定や発達に必要な豊かな体験が得られるよう援助している。

A　　9 B　　10 C　　3 D　　0

・保育士等は、保育の計画や保育の記録を通して、自らの保育実践を振り返り、自己評価することを

通して、保育実践の改善や専門性の向上に努めている。 A　　8 B　　12 C　　2 D　　0

幼児教育を行う施設として共有すべき事項

・幼児教育を行う施設として共有すべき事項及び生涯にわたる生きる力の基礎を培うための示された

保育の目標を踏まえ、保育所として一体的に育むよう努める「資質・能力」の３本の柱の内容を知っ

ている。 A　　9 B　　11 C　　3 D　　0

・幼児教育を行う施設として共有すべき事項として「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」10項目を

しっている。 A　　10 B　　10 C　　3 D　　0

保育の内容

・保育における「養護」とは、子どもの生命の保持及び情緒の安定を図るために保育士等が行う援助や

関わりであることを理解している。 A　　15 B　　6 C　　1 D　　0

・「教育」とは、子どもが健やかに成長し、その活動がより豊かに展開されるための発達の援助であ

ることを理解している。 A　　12 B　　7 C　　3 D　　0

・乳児期の領域「3つの視点」について知っている。 A　　11 B　　7 C　　4 D　　0

・乳児は疾病への抵抗力が弱く、心身の機能の未熟さに伴う疾病の発生が多いことから、一人一人の

発達及び発達状態や健康状態についての適切な判断に基づく保健的な対応を行っている。

A　　11 B　　7 C　　4 D　　0

・1歳以上3歳未満児の「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」の意味、

「ねらい」「内容」「内容の取扱い」について知っている。 A　　10 B　　8 C　　4 D　　0

・3歳以上児の発達の内容と「5領域」について知っている。 A　　12 B　　7 C　　3 D　　0

保育の実施に関して留意すべき事項

・子どもの心身の発達及び活動の実態などの個人差を踏まえろとともに、一人一人の子どもの気持ちを

受け止め、援助している。 A　　11 B　　9 C　　2 D　　0

・子どもの国籍や文化の違いを認め、互いに尊重する心を育てるようにし、また、子どもの性差や個人

差にも留意しつつ、差別などによる固定的な意識を植え付ける事がないようにしている。

A　　14 B　　7 C　　1 D　　0

・保育所保育が小学校以降の生活や学習の基盤の育成につながることに配慮し、幼児期にふさわしい

生活を通じて、創造的な思考や主体的な生活態度などの基盤を培うようにしている。

A　　8 B　　11 C　　3 D　　0



健康及び安全

・子どもの心身の状態に応じて保育するために、子どもの健康状態並びに発達及び発達状態について

定期的・継続的に、また、必要に応じて随時、把握してい。 A　　12 B　　8 C　　2 D　　0

・子どもの心身の状態等を観察し、不適切な養育の兆候が見られる場合には、市町村や関係機関と

連携し、適切な対応を図っている。虐待が疑われる場合には、速やかに市町村又は児童相談所に通告

し、適切な対応を図っている。 A　　11 B　　9 C　　2 D　　0

・感染症やその他の疾病の発生の予防に努め、その発生が疑いある場合には、必要におうじて嘱託医

市町村、保健所等に連絡し、その指示に従うとともに、保護者や全職員に連絡し、予防等について協

力を求めている。 A　　12 B　　5 C　　5 D　　0

・アレルギー疾患を有する子どもの保育については、保護者と連携し、医師の診断及び指示に基づき

適切な対応を行うとともに、食物アレルギーに関して、関係機関と連携して、自園の体制構築など、

安全な環境の整備を行っている。 A　　12 B　　7 C　　3 D　　0

・保育所における食育は、健康な生活の基本としての「食を営む力」の育成に向け、その基礎を培う

事を目標とし、子どもが生活と遊びの中で、意欲をもって食に関わる体験を積み重ね、食べることを

楽しみ、食事を楽しみ合う子どもに成長していくことを期待するものであることを知っている。

A　　12 B　　7 C　　2 D　　0

・子どもが自らの感覚や体験を通して、自然の恵みとしての食材や食の循環・環境への意識、調理

する人への感謝の気持ちが育つように、子どもと調理員等との関わりや、調理室など食に関わる保育

環境に配慮している。 A　　6 B　　8 C　　7 D　　0

・保育中の事故防止のために、子どもの心身の状態等を踏まえつつ、施設内外の安全点検に努め、安全

対策のために全職員共通理解や体制づくりを図るとともに、家庭や地域の関係機関の協力の下に安全

指導を行っている。 A　　8 B　　10 C　　4 D　　0

・事故防止の取り組みを行う際には、特に、睡眠中、プール活動・水遊び中、食事中等の場面では重大

事故が発生しやすいことを踏まえ、子どもの主体的な活動を大切にしつつ、施設内外の環境の配慮や指

導の工夫など必要な対策を講じている。 A　　14 B　　4 C　　4 D　　0

・防火設備、避難経路等の安全性が確保されるよう、定期的にこれらの安全点検を行う、備品、遊具

等の配置、保管を適切に行うなど日頃から、安全環境の整備に努めている。

A　　7 B　　10 C　　5 D　　0

・火災や地震などの災害の発生に備え、緊急時の対応の具体的内容及び手順、職員の役割分担、避難

訓練計画等に関するマニュアルを作成し、定期的に避難訓練を実施するなど、必要な対応を図ってい

る。 A　　9 B　　5 C　　8 D　　0

子育て支援

・保育及び子育てに関する知識や技術など、保育士等の専門性や、子どもが常に存在する環境など、

保育所の特性を生かし、保護者が子供の成長に気付き子育ての喜びを感じられるように努めている。

A　　11 B　　9 C　　2 D　　0

・保護者の状況に配慮した個別の支援がとられている。 A　　8 B　　11 C　　3 D　　0



・不適切な養育等が疑われる家庭への支援が確立されている。 A　　6 B　　12 C　　2 D　　0

職員の資質の向上

・自己評価に基づく課題を把握し、保育所内外の研修を通じて、自身の職務内容に応じた専門性を

高めるため、必要な知識及び技術の修得、維持及び向上に努めている。

A　　5 B　　12 C　　5 D　　0

・職員が日々の保育実践を通じて、必要な知識及び技術の修得、維持及び向上を図るとともに、保育

の課題等への共通理解や協働性を高め、保育所全体として保育の質の向上を図っていくために、職場

内での研修の充実が図られている。 A　　3 B　　13 C　　6 D　　0

個人評価

＊今年度の評価・課題

・職員室内での話し合い意思疎通が足りなかった

・他の先生たちとも話す機会が減ったように思います

・子どもたち一人ひとりに寄り添えるよう心掛けたが、子どもたちの興味に応じた工夫ができなかった

・保育理念、保育指針、保育目標をまだしっかり把握できておらず保育を行っていた

・情緒面で不安定な子どもたちが多かったので、一人ひとりの気持ちに寄り添い安心して過ごせる

環境作りに心かけてきた

・日々の関わりの中で甘えや不安を受け止める事で安心感に繋がったと感じられた

・心が落ち着くと行事への取り組み、年長児としての意識が持てるようになり子どもたちの成長が

一年を通し見られた事はとても嬉しく感じた

・1・２才児混合のクラスだったので個々に合った対応を心がけた

・身体の大きさや子どもの動きの差に応じて活動を分ける配慮をした

・限られた職員で子どもたちが安全に過ごせるようにする必要があり常に緊張状態が続いた

・担任する子たち一人ひとりの個性が本当に可愛いと感じ接することが出来ました。一年間

の成長を感じ喜べた一年でした

・個人差があるため一人ひとりの成長に合わせながら安全面、衛生面に配慮し環境を整えた

・自ら判断して最善の行動を取れるように考えることが増えました

・子育て広場を充実させる点では企画遊びを毎月実施できなかった

・子どもに対し不適切な言動が見られても止めることが出来ず、自分もそのことに乗ってしまった

・主の先生を中心に保育の流れを構築して日々の保育に取り組んできたが、もう少し自分の意見

を提言しても良かったのではないかと思います

・作業の効率化や安全面衛生面に対してとても良い方向で働けたと思います

＊次年度の改善点



・何の準備でも「見える化」して、話し合っていきたいと思います

・挨拶だけでなく、何気ない声掛けをしていきたい

・余裕を持った保育を心掛け、一人ひとり丁寧に関われるようにしたい

・保育理念、保育指針、保育目標をしっかりと理解把握したうえで保育に努めていく

・保護者とのコミュニケーションを大切に日々の様子を丁寧に伝えるよう努めたが、子ども同士

の小さなトラブルはクラスの中で解決し十分に伝えられなかった事は、配慮が足りなかったと反省した

・月齢差の大きい学年なので個々の発達に合わせた保育に努める

・年長児の発達段階の確認をしてスムーズに就学に向かっていく事を考慮し保育する

・一人ひとりの姿に絶対的目標を立てず、スモールステップを大切にし小さな達成を大きく褒め

ていけるような対応をしていきたい。

・複数担任で子どもとの会話よりも保育者同士の話が多くなってしまいました

・保護者に対する意見を言い合ってしまいました

・考えた事を担任間で共有し、同じ目線で行動して生きたい

・苦手意識をなくし笑顔で声をかけていく

・職員間が優しい雰囲気になるよう話をしっかり聞いていきたい

・自分では気を付けようとするのだが時々子どもたちに対して口調が強くなってしまう事があった

一度落ち着いてから子どもたちへの声掛けをしていきたい

・４人体制の時は作業時間に余裕があるため手作りおやつの提供を増やす

クラス運営評価

＊今年度の評価・課題

・子どもたちが安心して過ごせるクラス作りを心掛けた

・担任同士連携し共通理解したうえで子どもたちと関われるように努めた

・気持ちに余裕を持って接したが、忙しい時は丁寧に子どもに関わることが出来ないことがあった

・年長児として就学に向けて、生活習慣や集団行動への定着を目標に保育を行う

・個性豊かな子どもたちが多いためトラブルが絶えなかった、気持ちを受け止めながらも、相手の

立場に気づけるようクラス内で話し合いをし、心の育ちに丁寧に関わり、心身の成長の大切さが

大きく感じられた

・マイナスな所よりも良い面を褒めてあげる事を子どもたちに伝えていった

・異年齢児クラスの為、活動内容を考えるのが簡単ではなかった

・様々な年齢の子どもと、配慮が必要な保護者もあり、常に神経を張った状態だったが

担任同士よく話し合い連携しながら子どもたちが楽しく過ごせるよう助け合い見守ることが出来た

・担任同士がお互いの事や子どもの事を思いやり安全に過ごすことが出来た

・複数担任であったが、それぞれが今どの立ち位置にいれば良いかをスムーズに判断でき、個別

対応が必要な子が多いクラスではあったが協力し合い、大変でも保育しやすい環境ができたと思う

・午睡中の突然死症候群に関しては、うつ伏せで寝る癖がついてる子が多く安全な体位を保った

・言葉かけを考えながら落ち着いた時間も使えるように心かけた



＊次年度の改善点

・声掛けの仕方やトラブル時の対応にどうしても違いが出てしまうので、保育士同士で些細な

事でも相談できるようにしたい

・次年度は更に余裕がなくなってしまうと予想されるため、常に意識して子どもたちの保育をする

・ヒヤリハットを共有しながら振り返り、反省を生かし事故防止に務める

・今年度同様に協力し合って保育を行っていければと思います。

・静の時間と動の時間でメリハリを付けられるよう、自分も落ち着いて保育していきたい

・クラスフォローに入った際の対応は担任への引継ぎを正しく伝えスムーズに保育に入れるように

・子どもたちが成功体験を積み重ね自己肯定感の向上を図り更に自分で考え行動する機会が増える

よう関わり見守っていければと考えます

・安全を第一に考え安心して笑顔が見られるようあたたかい関りをしていきたい

・少し変化がある保育をしていきたい

園全体評価

＊今年度の評価・課題

・一時保育を受け入れたが、昨年より多く受け入れることが出来ました、またクラスに入り在園児

とも過ごすことが出来ました

・インスタの配信や送迎時の会話などを通して子どもたちの様子を共有する事ができた

・他のクラスのことを把握できてなかった

・些細な事でも耳を傾け話を聞いて、答えていけるようにこれからも心掛けていきたい

・縦割り保育も行い年下の子に思いやりをもって関わり、憧れてもらえる存在に成れるよう職員

間での関わり方を共有し合えた

・時代の変化と共に熱中症対策や行事内容の変更など必要と感じた

・慢性的に人手が足りなかった標準基準は満たしていても、支援が必要な子がいれば足らない

・子どもの姿を共有し共に喜んだり、色々感じたことを明るく話し合える環境だったので

この雰囲気を大切にしたい

・保育補助の先生やフォローに入っていただいた先生方には色々助けて頂き感謝してます

・保護者支援が多く、保育時間、情報交換したり守秘義務を守りながら支援をした

・子どもにとって無理のない保育、行事が行われた

・雰囲気が良く感じた

・下痢や嘔吐など一人では対応が難しい時に、他のクラスの職員と協力し合えたと思う

・事務的な面でデジタル化が進んだことで覚えるまでは大変でしたが楽になった作業もたくさんある



・支援時に対して他機関と少しでも連携を取れたことはよかった

＊次年度の改善点

・伝え方や伝えるタイミングが難しかったので工夫していく

・笑顔を忘れない努力をする

・他のクラスの事を把握できるように余裕を持って仕事をしていく

・子どもたちの思いを受け止めなながら、行事の参加には余裕を持って準備を進めることが出来た

・異年齢保育がいつでもできるよう職員間のコミュニケーションが大切になってくる

・SNSをうまく活用して園のアピールを続けていく

・水あそびや雪合戦の時にも一歩間違えると危険も伴うと感じたので注意していきたい

・子ども及び職員の心理的安全性が守られていること

・職員一人ひとりの良さ自己肯定感のある言葉かけがスムーズに出てくるようなあたたき職場雰囲気

・平等になるような仕事の分担の割り振り

・子ども主体をさらに意識する

・他学年との交流が増えると自立心が芽生えると思う

・余白をもって詰めすぎず全てにおいて風通しを良くする

・自主性を育み自信と自己肯定感の向上を持つことが出来る、見守る保育を指針として進めることが

出来ればとおもいます

・保育中は長話しせず子どもと遊び、子どもが楽しめる保育をしていきたい

・


